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(CS2)2–構造異性体の光解離	 





–  佃ら (1997) 
•  (CS2)n– (n = 1–6) 
•  n = 2でモノマーイオンコア 
構造CS2–•CS2と分子負イオン 
C2S4–が共存 


















•  Ab initio MO	


































electron binding energy (eV) 









–  前山ら (1998) 





























　	 SCCS– (X2Πu)構造 
> 3 eV 

































































































異性体	 ΔE (eV) VDE (eV) 
I 0 2.62 
II 0.36 3.14 
III 0.36 2.52 
IV 0.60 3.33 
V 0.78 1.75 
VI 0.93 1.27 
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Ø 異性体II (2B2)、III (2B1)はそれぞれSCCS–のA2Πg、 X2Πu
と相関している	 































b2 ← b2、b2 ← a1 
• 異性体III 















































Ø  CS2–•CS2とC2S4–それぞれの光解離断面積（1–5 eV)を得た。 
Ø  CS2–•CS2とC2S4–は以下の様な解離過程を示した。 
–  CS2–•CS2 + hν → CS2–、S–、CS3– 
–  C2S4– + hν       → CS2–、S2–、SCCS– 
Ø  C2S4–はC2v構造をもち、その電子状態は2B1である。	 
CS2–•CS2 C2S4
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